
『Respect Others（リスペクトアザーズ）』  校長  渡邊 和彦 

 

日本語にすると『他の人のことを尊重しよう』という意味だそうです。「意

地悪しないでみんな仲良くしなくてはいけない」とか、「いじめはダメ」と

いう、そのときの行動を注意するのではなく、その行動を起こしてしまった

根本の考え方を問題にしている言葉です。『互いの違いを受け止めて、互い

の状況や気持ちを尊重し、思い測る。』表現は異なりますが、日本にも同じ

ような考え方があるように思います。 

この度、１年生を対象に法務省人権擁護委員の方を講師としてお招きし、

出前授業をおねがいしました。「人権って、なんだと思う？」という問いか

けから始まり、中学生の作文が原作となっている映像とともに、子ども同士

の意見交換が行われました。人権擁護委員の役割や目的を知り、人権が尊重

される社会を作っていくうえで大切なことを考える場面をつくっていただ

きました。 

 

原作では、『同じ人間は一人もいない。人と

違っていることがまたその人の個性である。

違う点だけでなく、うまくいったこと、できな

くても努力していくことなどを尊重し合って

いくことができれば、もっと素晴らしい社会

になっていくと思う。』 

 私たち大人が生きてきた３０年とは、全く

違う３０年を生きていく子どもたち。幸せに

なるように、たくましく人生を切り拓いてい

けるように、どんな時代になっても変わらな

い人とのかかわりを育んでいかなければなら

ないと気持ちを新たにいたしました。 

         

こ こころざしの高い生徒 

ま 学び続ける生徒 

が 我慢できる生徒 

た 他を思いやる生徒 
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《映像教材のあらすじ》 

１０歳までアメリカで過

ごした【僕（日本人）】は、

現地の指導者から何回も

『リスペクト アザーズ』

という言葉を聞かされて

育ちました。 そんな【僕】

は、帰国して通い始めた日

本の小学校での体験に違

和感を覚えます。それは、

みんなと同じであること

を良しとする風潮でした。 

「人権」 

誰もが生まれながらにして持っている、人間の尊厳に基づく固有

の権利で、自分も、自分以外の人も、すべての人が「人間らしく、

自分らしく生きる」ために必要なもの。 
 



 

＜11月・12月の予定＞  ※追加・変更もあります。 

11月（霜月） 12月（師走） 

3日（日）文化の日 

4日（月）振替休日 

5日（木）専門委員会 

6日（水）台東区教育研究会 

国語・美術・技術・体育 研究授業 

12日（火）第３回定期考査【～11/14】 

12日（火）PTA 校内ビーチ大会 

15日（金）避難訓練 

18日（月）全校朝礼 

19日（火）職場体験(2年)【～11/21】給食試食会 

23日（土）勤労感謝の日 

24日（日）ESAT-J本試験(3年) 

26日（火）いじめ防止授業(全学年) 

27日（水）幼・小・中連携の日 

29日（金）専門委員会 

4日（水）台教研 安全指導日 

5日（木）三者面談始 

11日（水）三者面談終 

12日（木）避難訓練 

17日（火）音楽鑑賞教室(2年) 

24日（火）美化運動(大掃除) 

25日（水）終業式 

26日（木）冬季休業日始 

 

 

1月 8日（水）３学期 始業式 

 

 

躍動      生徒のがんばり 
【税の標語】 
東京上野税務署長賞 1-1     『税金は 国を支える 軸になる』 

上野間税会 会長賞 2-1     （2年連続受賞） 
                 『ｅ-Ｔａｘ スマホでできるの？ やってみよう！』 

【部活動】 
〇野球部 東京都秋季新人大会（都大会） BEST 32 
〇バドミントン部 台東区新人大会 

男子ダブルス第 1位 2-1    ・2-4     ペア Cブロック大会出場 

男子シングルス第 3位 2-3      ～男子団体 第 2位～ 

女子ダブルス第 3位 2-3    ・2-1      ペア 

【文化合唱発表会】 生徒の声に心動かされました。 

最優秀賞 3 年 1 組 2 年 3 組 1 年 2 組 おめでとう！ 

10 月 19 日に文化合唱発表会を開催することができました。おかげさまで、多くの保

護者がご来校くださいました。松葉小・上野小の音楽科の先生を審査員としてお招きし、

素敵なご講評をいただきました。ありがとうございました。生徒の『人を感動させる力』

には、毎度驚かされます。 

地域の皆様におかれましては、ご案内をさせていただいた書面で 

開催日時の訂正がございました。申し訳ありませんでした。 


